「わんぱく村」事業計画要約書
１．        事業名　　　
　　　敷信自治振興区「ふるさと村整備事業」
　　　呼称「わんぱく村」
 

２．        事業コンセプト及び事業の概要
①    事業コンセプト
　  私たち敷信自治振興区では、昨年９月より知るということで、敷信地
区の歴史と文化を学ぶ「敷信風土記学集会」を開催したのを手始めに、
学ぶということで岡山県高梁市宇治地区に「先進地視察」に行かせてい
ただき、考え方と進め方を学びました。そして、おもいやねがいを「ア
ンケート調査」を通じて把握しました。実に小学生から大人まで１４９
３名が回答してくださいました。さらに１１月には敷信自治振興区の長
所や自慢（誇り）を探す「敷信ふるさと探検隊」を開催しました。
　そして、考えるということでおもいやねがいをカタチにするため、
敷信自治振興区が重点的に取り組むべき事業を考える「ワークショップ」
を今年２月までに合計３回開催しました。そして、敷信戦略プランが出
来上がり、敷信自治振興区を元気にする４つの戦略プロジェクトをたち
あげたのです。①「しのう発信・PR事業」②「花の回廊づくり事業」
③「特産品開発・販売事業」④「ふるさと村整備事業」です。
以下に「ふるさと村整備事業」の概要を書かせていただきます。私達は「ふるさと村整備事業」を「わんぱく村」という呼称で呼んでいます。
　世の中が非常に早い速度で変わっていっている現代社会に、「わんぱく村」というオアシスを出現させようと計画しています。里山文化という言葉は残っていますが、我々のオアシスとしての里山は荒廃しているのが現状です。
　私たち敷信地区住民は、荒れた山に入り、自分達の手で木々を片付け、下草を刈って、集い憩うところを先ずは整備しようと計画しています。基本的設備等が整ったら、観光客を含む一般市民の方々に里山を「わんぱく村」として開放します。「わんぱく村」は、入村料などを徴収する有料施設とします。「わんぱく村」では、里山の文化を私たち敷信地区住民が、入村者に実技体験を通して伝承する活動も行います。
　里山の文化は、基本的には自給自足の生活から生み出された文化だと思います。何でも簡単に手に入る現代社会では絶対に味わえない、手作りの「里山文化」に触れることで環境について考えていただきたいのです。そして「わんぱく村」は、子供も大人も、男女の別なく遊べる居場所（隠れ家）を目指します。
　そして、今回の事業にはもう一つの大きな願いがあります。それは子供達の安心安全の拠点としての「わんぱく村」整備があるのです。私達の敷信地区でも、登下校時に子供達に近づいてくる所謂、不審者がでてきています。幸い、事件にまで発展するということにはなっていませんが、油断はできません。そこで私達は、「わんぱく村」を課外授業の一環として捉えるべきだと考えたのです。つまり、学校から「わんぱく村」に寄り道するということです。帰宅しても誰もいない家庭が多くなってきていますので、子供が安心して遊んだり勉強したりして家族の迎えを待つことのできる場所を作るということでもあります。
 

①    新規性
　　 体験型と銘打った集客施設とは一線を画した「わんぱく村」を造りま
す。入村者は実際に「山仕事」や「畑仕事」、あるいは「稲作」「炭焼き」
「養鶏」「牛飼い」等を指導者（地区住民）と一緒にしていただきます。
「ワラ草履作り」や「竹箒作り」、おくどさんでの調理実習もできる、
昭和初期の「里山文化」にタイムスリップする、超田舎暮らし体験施設
として脚光を浴びるでしょう。
 

②    市場性
　　 所謂、団塊の世代が大量退職を迎えようとする２００７年から、
「帰農」という現象が起きると予想されています。彼らが求めているの
は、「癒し」です。彼らの心に残っている原風景は、生まれ育った田舎
の野山です。子供や孫に体験させてやりたいのは、自分達がかつてして
いた「野良仕事」だと思えます。
　敷信地区においても、山に入ることは殆どありません。「わんぱく村」
を通して地域の再生、世代の交流などが期待できます。そして、都市間
交流が生まれ、人の流れができてくることが大いに期待されます。
 

 

３．　「わんぱく村」の実現性
 

　　①　組織化
敷信地区自治振興区として、１１地区の自治会が協働して行う事業であることを明確に示す必要がある。各部が連携して取り組むための話し合いを充分にとり、意識統一を図り、「わんぱく村」プロジェクトを立ち上げることとする。基本的に保健福祉部が担当して行う事業ではあるが、所属に囚われない横断的な組織を目指す。
大切な第一期は、機械を使うことが出来る建設会社勤務経験のある方々にお願いして機械班を編成する。庄原市の主要産業である土木建築業に勤務された方は多く、班員集めの問題はないと考えています。
　　　　機械班による進入路等の整備が終わると、自治振興区の人たちが整備に入ってきます。その際、子ども会や老人会と連携しながら、スケジュールを組んで労働の均等化を計ることとする。（やりがいの均等化の観点からも）
　　　　　要は、敷信自治振興区の人たちに、一度は「わんぱく村」創業に参加していただきたいのです。全員が創業者であれば、組織はより強固なものになります。
 

　　②　事業戦略及び具体的計画
　　　　　「わんぱく村」の立地は、「庄原カントリークラブ」高丸山未開発地区を無償にて借り上げるものとする。限られた予算で事業を行わなければならない自治振興区と、環境問題に深い理解のある「庄原カントリークラブ」が協力することにより、お互いの利害が一致するものと思える。このことは①事業コンセプトの補足として、「庄原カントリークラブ」の営業面から見ても非常に相乗効果が期待できるものです。
　　　　　本来、ゴルフはプレイヤーだけのスポーツですから、殆どが家族の中の一人だけが来庄しているでしょう。隣接地に「わんぱく村」が出現すれば、家族での来庄が可能となり、意外な展開が起きる可能性を秘めています。
　具体的計画として、賛同者（サポーター）の方々には「わんぱく村」村民として登録していただきます。その際、１年間分の村民税（会費）１万円を前納していただきます。「わんぱく村」村民には、年に２回、「わんぱく村」で生産された「炭」と「椎茸」等を贈ることやイベント招待を考えています。村民税は、一種の友の会的な意味での会費だとお考えください。ですから、村民登録していただければ、年度内は何度でも入村できます。会則等は、別紙にあります。
スポット村民（観光客等の一時的）さんには、入村料（大人）１日５００円を負担いただきます。子供さんについては、中学生以下無料とします。各種プログラム参加費は別になっています。例えば、「竹炭工房」体験は、実際に竹を切り出し、竹の大きさを揃えて窯に入れるところまでの体験に、お土産の竹炭がついて１０００円という内容です。
　　　　　昼食についても「竹筒炊飯」セット１０００円で、自分で竹を切ってお米を研いで炊き上げるという内容です。副食は、山野草を中心とした材料を調理していただきます。煮炊きは、「おくどさん」で薪を使って調理していただきます。（金額は全て計画上のものです）
　　　　　「わんぱく村」の働き手は、全員が自治振興区の住民です。子供さんのお世話は「わんぱく村」の子供たちにしてもらいます。大人はあくまでも補助役です。営業日は、金・土・日・祭日を考えています。その他の日は、メインテナンス曜日として内容の補充に努めます。
 

４．　年度別アクションプログラム
第１期　　　　　　　　　高丸山未開発地区への進入路整備及び
平成１８年度　　　　　　格納庫（トイレ含む）の整備。椎茸栽培開始
第２期
平成１９年４月期　　　　遊歩道・大型滑り台（自然を活かした）整備
　　　　　　　　　　　　炭焼き窯・簡易調理場の整備。体験稲作開始
第３期
平成２０年４月期　　　　駐車場・体験畑・鶏舎の整備
第４期
平成２１年４月期　　　　管理棟（学習スペース等）整備
　　　　　　　　　　　　そばの生産開始
第５期
平成２２年４月期　　　　牛舎・納屋の整備
第６期
平成２３年４月期　　　　体験宿泊棟の整備（グリーンツー参加）
第７期
平成２４年４月期　　　　水車小屋の整備
第８期
平成２５年４月期　　　　森のレストラン開業
第９期
平成２６年４月期　　　　馬場整備
第１０期
平成２７年４月期　　　　農林業請負会社設立（地域を守る会社）
第６期までは、かなり実現性の高い事業計画ですので、何としても収益を上げて７期以降の計画を実現可能にしたいと思います。
５．        利益計画・資金需要（かなりアバウト）
第１期　　第２期　　第３期　　第４期　　第５期
　　　売上高　　　　　　       300       450      675       1000

　　　　　　　　　　第６期　　第７期　　第８期　　第９期　　第１０期
　　　　　　　　　　　？
      第１期は、村民税（１口１万円）１００万円を目途に集める。そして、庄原市より活動促進補助金３００万円を予定。
　　　第２期は、年間７ヶ月営業とし、１月平均の入村者２４０名程度として、
　　　飲食、体験、村民税等を勘案しての売上げです。第３期よりは、事業規模の拡大による売上げ増を単純に５０％ＵＰとして計算しました。５期で年間売上げ１０００万を目指します。
　　　資金需要　　　
　　　　第１期は、建設機械の導入、バックホー・ダンプなど、中古で２００万円程度。建物としては、格納庫兼休憩所・トイレなどで１５０万円。
チェンソーと刈払機を各５台。バックホーとダンプはリースが安上がりかと思いましたが、オペがいつでも空いた時間に使えることや、輸送経費を考えれば、購入という結論になりました。「わんぱく村」整備事業は、道などの造成工事がかなりのウエイトを占めていますし、積雪期の除雪に使うことも考えられますので、投資効果は高いと思います。
第１期で最低限必要なハードを整備することによって、第２期に計画している自然を活かした大地を滑る「大型滑り台」なども可能となります。そして、資金需要は、村民税が重要な役割を果たしてくれるでしょう。更に入村料やプログラム参加費などの収入も徐々に増えてくることによって資金を蓄えることができます。将来、一定の基金的なものが出来上がれば、学生だけに限定しない奨学金制度や、自治会の独自事業などに還元することが可能となるでしょう。そのためにも、運営の約束事を細部にわたり充分検討しておくことが非常に重要であり、そのことなくして成功なしと思えます。
